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はじめに 
 

対象読者と目的 
本書は、SigmaSystemCenter 3.0を用いて物理環境の管理を行うシステム管理者を対象読者としていま

す。 

本書では、物理環境のシステム構成例を挙げ、SigmaSystemCenter 3.0を利用したシステム構築の手順

を説明しています。読者が構築の手順やポイントを理解して、スムーズに構築や運用を開始できるように

なることを本書の目的としています。 

本書を理解することによって、以下のことができるようになります。 

 

 SigmaSystemCenter 3.0のセットアップを完了して、物理環境の管理を開始すること。 

 1台目の管理対象マシンのイメージを採取して、2台目以降のマシンをセットアップすること。 

 管理対象マシンに対して、パッチやアプリケーションを配布すること。 

 管理対象マシンに障害が発生した時に、N+1運用によって予備機でマシンを復旧すること。 

 

なお、本書によるシステム構成は一例ですので、異なるシステム構成や設定値をお使いの場合には、適

宜置き換えて読み進めてください。 

 

本書の構成 
1. 「SigmaSystemCenter 3.0 を用いた物理環境管理までの流れ」: SigmaSystemCenter 3.0を利用し

たシステム構築から運用までの作業の流れに関して説明します。 

2. 「システム構成」:本書で構築を行うシステムに関して説明します。 

3. 「SigmaSystemCenter 3.0 のインストール」: SigmaSystemCenter 3.0のインストールに関して説明

します。本書で取り上げるシステム構築を行う上での注意点に関して説明します。 

4. 「エージェントソフトウェアのセットアップ」 : 管理サーバと通信を行う、DPM クライアントと、

ESMPRO/ServerAgent のセットアップについて説明します。 

5. 「連携ソフトウェアのセットアップ」: SigmaSystemCenterと連携を行うシステムのセットアップに関して

説明します。ネットワーク製品を管理する NetvisorPro V 、ストレージ製品を管理する

iStorageManager、サーバを管理する DeploymentManager のセットアップについて説明します。 

6. 「SigmaSystemCenter 3.0のセットアップ」: SigmaSystemCenter 3.0インストール後に必要となるセ

ットアップに関して説明します。本書のシステム構築を行う上での注意点に関して説明します。 

7. 「2台目以降のマシンのセットアップ」: 複製用イメージをもとにしたマシン構築に関して説明します。ま

ず、2 台目以降のマシンのセットアップで用いる複製用イメージを取得するために、管理対象マシンで

必要となる設定を行います。次に、DeploymentManager を用いて、複製用イメージを取得します。最

後に、SigmaSystemCenter を利用し複製用イメージからマシンの構築を行います。 

8. 「ソフトウェア配布」: アプリケーションやパッチを管理対象マシンに対して配布する方法に関して説明

します。 

9. 「N+1運用」: 障害発生時のポリシーを活用した自律運用に関して説明します。 

 

  



 
 

関連文書 
 

本書で利用するドキュメントは下記です。 

 

1. SigmaSystemCenter 3.0 インストレーションガイド、SigmaSystemCenter 3.0 コンフィグレーション

ガイド 

SigmaSystemCenter 3.0製品添付のドキュメントを参照してください。 

2. WebSAM DeploymentManager Ver6.0 オペレーションガイド、WebSAM DeploymentManager 

Ver6.0 リファレンスガイド 

SigmaSystemCenter 3.0製品添付のドキュメントと、下記 URLを参照してください。 

http://www.nec.co.jp/middle/WebSAM/products/deploy_win/download.html 

3. ESMPRO/ServerAgent (Windows 版) インストールガイド 

ESMPRO/ServerAgentのドキュメントは、SigmaSystemCenter 3.0製品には同梱されていません。

NEC Express シリーズに同梱されているドキュメントを参照してください。 

4. WebSAM NetvisorPro V セットアップガイド Windows / SQL Server環境用 

別途ご購入の上、製品添付のドキュメントをご参照ください。 

5. WebSAM iStorageManager インストールガイド 

別途ご購入の上、製品添付のドキュメントをご参照ください。 
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1. SigmaSystemCenter 3.0 を用いた物理

環境管理までの流れ 

本章では、SigmaSystemCenter を用いた物理環境管理までの流れを説明します。 

 

1.1. システム構築の流れ 
本書では、初期設定、構築、運用の流れで作業を行います。下図のように 2 台の物理サー

バの運用時に一台のサーバから障害が発生した際に、予備のサーバに置き換えて運用を

継続する N+1運用ができることを最終的な目標とします。 

 

 

 

全体の作業の流れは下図となります。 
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各作業に関して、説明します。 

1. SigmaSystemCenter 3.0 のインストール 

SigmaSystemCenter 3.0 を 管 理 サ ー バ に イ ン ス ト ー ル し ま す 。 詳 細 は

「SigmaSystemCenter 3.0 インストレーションガイド」 の「2. インストールを実行する」

を参照してください。 

2. エージェントソフトウェアのセットアップ 

DPM サーバ、および、ESMPRO/ServerManager から管理対象マシンへ通信を行うた

めに、管理対象マシンにDPMクライアント、ESMPRO/ServerAgentをインストールしま

す。DPM クライアントを導入することで、管理対象マシンのバックアップや、リストアがで

きるようになります。ESMPRO/ServerAgent を導入することで、物理サーバのハードウ

ェア情報の収集や、異常時のアラートを管理サーバへ通知することができるようになり

ます。 

3. 連携ソフトウェアのセットアップ 

SigmaSystemCenter では、ソフトウェアと連携することで柔軟なリソース管理・制御を

行うことが可能です。本書では、物理サーバ制御のために DeploymentManager と、ネ

ットワーク機器制御のために NetvisorPro V と、ストレージ機器制御のために

iStorageManager のセットアップを行います。 

4. SigmaSystemCenter 3.0 のセットアップ 

SigmaSystemCenter 3.0 で連携ソフトウェアとの連携のための設定を行います。連携

が完了すると、各ソフトウェアが管理している物理サーバ、ネットワーク機器、ストレージ

機器に対して、管理・制御を行うことができます。 

5. 2台目以降のマシンのセットアップ 

SigmaSystemCenter 3.0から 2台目以降のマシンのセットアップを行うために、複製用

イメージが必要になります。まず、元となる物理サーバの複製用イメージを取得するた

めの設定と、バックアップを実行します。 
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次に、SigmaSystemCenter 3.0から、取得した複製用イメージを利用して 2台目のマシ

ン構築を行います。SigmaSystemCenter 3.0 を用いてマシン構築を行うことで、ネット

ワーク、ストレージまで制御を行うことが可能になります。 

6. ソフトウェア配布 

運用グループで稼動している物理サーバに対して、一括でパッチのインストールを行い

ます。SigmaSystemCenter 3.0 を用いることで、管理対象である複数の物理サーバへ

一括でソフトウェアの配布が可能となります。 

7. N+1運用 

SigmaSystemCenter が障害検出時に自律的に予備機マシンと稼動中マシンの置換を

行う N+1運用を行います。 

一台の物理サーバを予備機として SigmaSystemCenterに登録します。そして、N+1用

の置換ポリシーを作成し、運用グループに割り当てます。稼動中マシンである物理サー

バでネットワーク障害を発生させ、SigmaSystemCenter がその障害を検出し、自律的

に予備サーバと切り替えて、運用を継続させます。この時に、SigmaSystemCenter が

故障した物理サーバと予備サーバのネットワーク・ストレージのパス切り替えを行いま

す。 
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2. システム構成 

本章では、SigmaSystemCenter 3.0 を用いた物理環境の構築手順に関して説明します。 

「2.1 システム構成の概要」では、本書で構築する物理環境のシステム構成に関して説明し

ます。システムを構成する各コンポーネントの情報、ネットワーク構成、ストレージ構成に関し

て説明します。 

「2.2 システム構成詳細」では、本システムの各コンポーネントの設定値について説明します。

「2.3 ホスト情報」では、物理サーバに対して、SigmaSystemCenter で関連付けを行い管理

するためのホスト定義について説明します。 

「2.4 ソフトウェア構成」では、SigmaSystemCenter 管理サーバにインストールするソフトウ

ェアに関して説明します。 

 

2.1. システム構成の概要 
本書では、下図のシステム構成を用います。 

 

172.16.0.0/16
管理用ネットワーク

172.16.0.1/16

172.20.0.0/16
業務用ネットワーク

172.20.0.1/16

172.16.9.1/16

172.20.9.1/16

FC SAN

W2K8R2_01_sys

172.16.0.100/16

物理サーバ
#01

ホスト定義
W2K8R2-01

物理サーバ
#02

物理サーバ
#03

iStorage 

管理用スイッチ
172.16.1.1

FC スイッチ

SigmaSystemCenter管理サーバ

W2K8R2_02_sys

W2K8R2_03_sys

W2K8R2_01_data

W2K8R2_02_data

W2K8R2_03_data

業務用スイッチ
172.20.1.1

ホスト定義
W2K8R2-02

論理ディスク

ソフトウェア一覧

SystemProvisioning
iStorage Manager

NetvisorPro V
DeploymentManager

ESMPRO/ServerManager
SystemMonitor

DHCP
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システム構成図は、システム構成の初期状態を示したものです。初期状態において、すべて

の物理サーバはネットワーク機器、ストレージと物理的に配線済みであるとします。物理サー

バ#01は論理的にも接続済みですが、物理サーバ#02と物理サーバ#03は論理的に接続さ

れていないためネットワーク通信やストレージアクセスができる状態ではありません。そこで

「7. 2 台目以降のマシンのセットアップ」の章では、SigmaSystemCenter が物理サーバ#02

に対するネットワーク、ストレージの論理的な接続を確立します。また、「9. N+1運用」の章で

は、物理サーバ#01 に対する論理的なネットワーク、ストレージの接続解除と、物理サーバ

#03の接続確立を行います。 

SigmaSystemCenter 管理サーバは、物理サーバ、業務・管理用スイッチ、ストレージを管

理・制御します。 

物理サーバ#01 は、ネットワーク、ストレージの接続が確立されたマシンです。本システムで

は、OSにWindows Server 2008 R2 Enterpriseの SANブート構成であり、ストレージ上の

論理ディスク「W2K8R2_01_sys」と、「W2K8R2_01_data」と接続しています。ここで、

「W2K8R2_01_sys」は物理サーバ#01 のシステム領域であり、「W2K8R2_01_data」は、デ

ータ領域を指しています。 

ホスト定義は、SigmaSystemCenter で管理を行う OS 上のコンピュータ名、IP アドレスの定

義情報のことです。 

iStorage シリーズをストレージとして利用します。ストレージ上には、物理サーバ毎にブート

領域用とデータ用の論理ディスクがあります。初期状態では、物理サーバ#01 にのみ論理デ

ィスクの接続が行われています。 

管理用ネットワークは、SigmaSystemCenter 管理サーバから、物理サーバ、ストレージ、ス

イッチの管理・制御を行うためのネットワークです。また、本システムでは、OOB 用通信も兼

ねており、物理サーバに対して、より柔軟な電源操作を可能とします。 

業務用ネットワークは、ユーザが物理サーバへの接続や、各種サービスを提供するための

ネットワークです。高速な回線であることが望まれます。 

以降、システム構成詳細、ホスト情報、ソフトウェアの詳細を記載します。 

 

2.2. システム構成詳細 
本システム構成における物理サーバ、ネットワーク機器、ストレージ機器の構成に関して記

載します。 

物理サーバのハードウェア構成は下記の表となります。 

サーバ名 NIC#01の MAC NIC#02の MAC HBA#01のアドレス 

SigmaSystemCenter 

管理サーバ 

00:30:13:E3:D5:62 00:30:13:E3:D5:63 なし 

物理サーバ#01 00:30:13:E3:28:42 00:30:13:E3:28:43 10:00:00:00:C9:56:C0:98 

物理サーバ#02 00:16:97:C4:FC:8E 00:16:97:C4:FC:8F 10:00:00:00:C9:79:CD:8E 

物理サーバ#03 00:30:13:E3:E8:7E 00:30:13:E3:E8:7F 10:00:00:00:C9:6A:2B:CA 

物理サーバの OOBのネットワーク構成は下記です。 

サーバ名 アカウント名 パスワード IPアドレス 

物理サーバ#01 administrator なし 172.16.2.1 

物理サーバ#02 administrator なし 172.16.2.2 
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物理サーバ#03 administrator なし 172.16.2.3 

ネットワーク機器のネットワーク構成は下記の表となります。 

スイッチ名 IPアドレス 

管理用スイッチ 172.16.1.1/16 

業務用スイッチ 172.20.1.1/16 

FCスイッチ 172.16.1.2/16 

管理用スイッチのポート使用状況は下記の表となります。 

ポート番号 VLAN設定 接続先 

Port#01 VLAN1006 SigmaSystemCenter管理サーバ 

Port#08 VLAN1006 物理サーバ#01のNIC#01 

Port#10 VLAN設定なし 物理サーバ#02のNIC#01 

Port#14 VLAN設定なし 物理サーバ#03のNIC#01 

SigmaSystemCenter管理サーバと物理サーバ#01は、VLAN1006の仮想ネットワーク上で

通信可能です。SigmaSystemCenter 管理サーバと物理サーバ#02、物理サーバ#03 は初

期状態において通信不可です。 

業務用スイッチのポート使用状況は下記の表となります。 

ポート番号 VLAN設定 接続先 

Port#01 VLAN2006 SigmaSystemCenter管理サーバ 

Port#08 VLAN2006 物理サーバ#01のNIC#02 

Port#10 VLAN設定なし 物理サーバ#02のNIC#02 

Port#14 VLAN設定なし 物理サーバ#03のNIC#02 

SigmaSystemCenter管理サーバと物理サーバ#01は、VLAN2006の仮想ネットワーク上で

通信可能です。SigmaSystemCenter 管理サーバと物理サーバ#02、物理サーバ#03 は初

期状態において通信不可です。 

ストレージ機器の論理ディスクと物理サーバとの接続状況は下記の表となります。 

ストレージ名 ディスクボリューム サイズ(GB) ホスト接続状況 

iStorage W2K8R2_01_sys 40 物理サーバ#01接続済み 

iStorage W2K8R2_02_sys 40 初期状態で未接続 

iStorage W2K8R2_03_sys 40 初期状態で未接続 

iStorage W2K8R2_03_data 50 物理サーバ#01接続済み 

iStorage W2K8R2_02_data 50 初期状態で未接続 

iStorage W2K8R2_03_data 50 初期状態で未接続 

ディスクボリュームW2K8R2_xx_sys は、物理サーバ xx用のシステム領域を表します。 

ディスクボリュームW2K8R2_xx_dataは、物理サーバ xx用のデータ領域を表します。 
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2.3. ホスト情報 
各物理サーバのホスト情報の設定に関して、説明します。 

ホスト情報とは、SigmaSystemCenter で管理を行う OS 上のコンピュータ名、IP アドレスの

定義情報のことです。 SigmaSystemCenter を利用したマシン構築を行う際に、

SigmaSystemCenter で設定したホスト情報を物理サーバに反映させることができます。 

SigmaSystemCenter で管理しているホスト情報は、下記の表となります。 

コンピュータ名 OS NIC#01の 

IPアドレス 

NIC#02の 

IPアドレス 

W2K8R2-01 Windows Server 2008  

R2 Enterprise 

172.16.9.1/16 172.20.9.1/16 

W2K8R2-02 Windows Server 2008  

R2 Enterprise 

172.16.9.2/16 172.20.9.2/16 

W2K8R2-03 Windows Server 2008  

R2 Enterprise 

172.16.9.3/16 172.20.9.3/16 

 

2.4. ソフトウェア構成 
SigmaSystemCenter 管理サーバにインストールするソフトウェアは下記の表となります。 

ソフトウェア 役割 

SigmaSystemCenter 3.0 物理サーバ、ストレージ機器、ネットワーク機器を管理・制御を行う

ソフトウェアです。物理サーバの制御は、DeploymentManagerで

行います。ストレージ機器の制御は、iStorageManagerで行いま

す。ネットワーク機器の制御は、NetvisorPro Vで行います。

SigmaSystemCenterがこれらのソフトウェアに対して管理・制御の

指示を行います。 

NetvisorPro V ネットワーク機器の制御を行うソフトウェアです。

DeploymentManagerと同一サーバにインストールする場合、

TFTPの設定が必要になります。 

iStorageManager ストレージ機器の制御を行うソフトウェアです。 

Integration Baseを介してSigmaSystemCenterとやり取りを行いま

す。 

DHCPサーバ DeploymentManagerでマシン構築を伴う処理を行う際に利用しま

す。 

DHCPサーバがない場合、DeploymentManagerの機能に制約が

生じ、本書で利用する2台目以降のマシンセットアップができなくな

ります。また、業務用ネットワークに属するマシンに動的にIPを払い

出す場合にも利用できます。 
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3. SigmaSystemCenter 3.0のインストール 

管 理 サ ー バ に SigmaSystemCenter 3.0 を イ ン ス ト ー ル し ま す 。 詳 細 は 、

「SigmaSystemCenter 3.0 インストレーションガイド」の「2. インストールを実行する」を参照

してください。 

本章では、本書で用いるシステム構成において特に注意が必要な点を記載します。 

 

3.1. DHCPサーバの設定 
SigmaSystemCenter インストール前に DeploymentManager を用いたバックアップ、リスト

アの際に利用する DHCPサーバの設定を行います。 

「サーバマネージャ」の「役割の追加」から DHCPサーバをインストールしてください。 

インストール時の「DHCP サーバのネットワーク接続バインディング」では、管理用ネットワー

ク (172.16.0.0/16) を選択してください。 

「DHCPスコープの追加または編集」では、管理用ネットワークに割り当てられていない IPア

ドレスの範囲を指定してください。 

スコープをアクティブ化し、DHCPサービスが正常に起動していることを確認してください。 

 

3.2. ファイアウォールの設定 
SigmaSystemCenter インストール時の「Windows ファイアウォールの指定」では、「例外リ

ストにプログラムまたはポートを追加し、通信ブロックを解除する。」を選択してください。指定

したポートへの通信ができない場合、連携するソフトウェアとの通信ができませんので、注意

してください。 
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3.3. DPMサーバの設定 
SigmaSystemCenter インストール時に DPMサーバの設定を登録します。 

「管理サーバ IP アドレス」には、”172.16.0.1” を指定してください。既定値では、「ANY」にな

っています。 

DHCP サーバを使用しない場合、DeploymentManager が提供する機能に制約がかかりま

す。本書において、マシン構築で DHCP サーバを利用しますので、「DHCP サーバを使用す

る」を選択してください。また、SigmaSystemCenter管理サーバのOSは、Windows Server 

2008 R2ですので、「SQL Server 2008 R2 x64」を選択してください。 

 

 

以上でSigmaSystemCenterのインストーラにおける設定は完了です。インストール完了後に

管理サーバの再起動を行うことで、SigmaSystemCenterが有効化されます。 
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4. エージェントソフトウェアのセットアップ 

管理対象マシンへエージェン トソフ トウェアをインス トールします 。詳細は、

「SigmaSystemCenter 3.0 インストレーションガイド」の「2.6 管理対象マシンコンポーネント

のインストール」を参照してください。 

本章では、本書で用いるシステム構成において特に注意する点を記載します。 

 

4.1. DPM クライアントセットアップ 

4.1.1. ファイアウォールの設定 

SigmaSystemCenter インストール時の「Windows ファイアウォールの指定」には、「例外リ

ストにプログラムまたはポートを追加し、通信ブロックを解除する。」を選択します。指定した

ポートへの通信ができない場合、SigmaSystemCenter 管理サーバと通信ができませんの

で、注意してください。 

 

 

4.1.2. DPM クライアントの設定 

SigmaSystemCenter 管理サーバの IP アドレスを登録します。「管理サーバ IP アドレス」

に ”172.16.0.1” を入力してください。 
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4.2. ESMPRO/ServerAgentセットアップ 

4.2.1. ESMPRO/ServerAgent インストール 

詳細は、NEC Express シリーズに同梱されているドキュメントを参照してください。インスト

ール後に、再起動を実行した後で有効になります。 

 

4.2.2. SNMPサービスの設定 

管理サーバへ SNMP通信を行うための設定をします。 

1. 「SNMP サービス」の [トラップ] タブを選択します。 

2. [コミュニティ名] プルダウンボックスに ”public” を入力し、「トラップ送信先」に管理サー

バの IPアドレス ”172.16.0.1” を入力します。 

 

3. [セキュリティ] タブを選択します。 
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4. 「受け付けるコミュニティ名」に”public”を入力し、[これらのホストから SNMP パケットを

受け付ける] を選択し、管理サーバの IPアドレス”172.16.0.1”を入力します。 

 

 

以上で、管理対象マシンの設定は完了です。 
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5. 連携ソフトウェアのセットアップ 

SigmaSystemCenter と 連 携 を 行 う 、 DeploymentManager 、 NetvisorPro V 、

iStorageManager のセットアップを行います。 

 

5.1. NetvisorPro Vセットアップ 
ネットワーク機器制御のために NetvisorPro V のインストールと設定を行います。インストー

ルに関して、「WebSAM NetvisorPro V セットアップガイド Windows/ SQL Server 環境用」

を参照してください。 

 

5.1.1. NetvisorPro V インストール 

NetvisorPro Vを SigmaSystemCenter 管理サーバにインストールします。 

「WebSAM NetvisorPro V セットアップガイド Windows/ SQL Server 環境用」を参照してく

ださい。特に、注意事項はありません。 

 

5.1.2. TFTPの設定 

本書のシステム構成では、DeploymentManagerと、NetvisorPro Vが同一サーバ上に存在

します。DeploymentManager と NetvisorPro V が TFTP ポートをそれぞれ利用することで

競合が生じてしまいます。競合を防ぐために、TFTPを NetvisorPro Vで利用するように設定

変更をします。 

設定については、「DeploymentManager Ver6.0 リファレンスガイド」の「10.3. NetvisorPro

を使用する場合の注意事項」、および NetvisorPro のユーザーズガイドの手順を参照してく

ださい。なお、DeploymentManager と NetvisorPro V のインストール順により、TFTP の設

定方法が異なりますので、ユーザーズガイドに従って設定を行ってください。 

 

5.1.3. スイッチの構成情報 

NetvisorPro V インストール後に、スイッチを登録します。「SigmaSystemCenter 3.0 コンフ

ィグレーションガイド」の「3.2 スイッチを利用するための設定を行う」を参照して、管理用スイ

ッチ、業務用スイッチを登録してください。 
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NetvisorPro V上では、下図のようにスイッチを登録します。 

 

管理用スイッチのポート使用状況は、下記の表となります。 

ポート番号 VLAN設定 接続先 

Port#01 VLAN1006 SigmaSystemCenter管理サーバ 

Port#08 VLAN1006 物理サーバ#01のNIC#01 

Port#10 VLAN設定なし 物理サーバ#02のNIC#01 

Port#14 VLAN設定なし 物理サーバ#03のNIC#01 

業務用スイッチのポート使用状況は、下記の表となります。 

ポート番号 VLAN設定 接続先 

Port#01 VLAN2006 SigmaSystemCenter管理サーバ 

Port#08 VLAN2006 物理サーバ#01のNIC#02 

Port#10 VLAN設定なし 物理サーバ#02のNIC#02 

Port#14 VLAN設定なし 物理サーバ#03のNIC#02 

 

以上で、NetvisorPro Vのセットアップは完了です。 

 

5.2. iStorageManagerセットアップ 
ストレージ機器制御のために iStorageManager のインストールと設定を行います。インスト

ールに関して、「WebSAM iStorageManager インストールガイド」を参照してください。 
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5.2.1. iStorageManager インストール 

iStorageManager のインストールに関して、iStorageManager のドキュメントを参照してくだ

さい。インストールの直後に、登録するディスクアレイの入力を求められます。ここでは、Disk 

Arrayに iStorage 上の Disk Arrayの IPアドレス”172.16.0.100”を登録してください。 

 

5.2.2. ストレージ構成情報 

ストレージとサーバの接続は下図のように、物理サーバ#01 に対して、システム領域 

(W2K8R2_01_sys) とデータ領域 (W2K8R2_01_data) を接続しています。また、物理サ

ーバ#02、物理サーバ#03用のシステム領域とデータ領域が既に作成済みの状態にしてくだ

さい。 

ストレージ機器のハードウェア構成は、下記の表となります。 

ストレージ名 ディスクボリューム サイズ(GB) ホスト接続状況 

iStorage W2K8R2_01_sys 40 物理サーバ#01接続済み 

iStorage W2K8R2_02_sys 40 初期状態で未接続 

iStorage W2K8R2_03_sys 40 初期状態で未接続 

iStorage W2K8R2_01_data 50 物理サーバ#01接続済み 

iStorage W2K8R2_02_data 50 初期状態で未接続 

iStorage W2K8R2_03_data 50 初期状態で未接続 
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5.2.3. Integration Baseの設定 

Integration Base は、SigmaSystemCenter と iStorageManager の仲介を行うためのソフト

ウェアです。Integration Base の設定に関しては、「SigmaSystemCenter 3.0 コンフィグレ

ーションガイド」の「3.4 ストレージを利用するための設定を行う」を参照してください。 

Integration Base のインストール後に設定ファイルを変更します。C:¥Program Files 

(x86)¥NEC¥iSMSM¥conf¥iSMSM.sample の設定ファイルを iSMSM.conf で同一フォルダ

にコピーします。コピーしたファイルの中身を下図のように変更します。 

 

設定ファイルの変更後に、Integration Base のサービスを起動してください。 

 

以上で iStorageManager のセットアップは完了です。 

 

5.3. DeploymentManagerセットアップ 
DPM サーバは、SigmaSystemCenter のインストール時に同時にインストールされます。物

理サーバを管理する DeploymentManager の設定を行います。 

 

5.3.1. DeploymentManager起動 

DeploymentManager のWeb コンソールを起動します。 

SigmaSystemCenter 管理サーバ上でサポートされた Web ブラウザを立ち上げ、

http://localhost/DPM と入力します。ユーザ名とパスワードが求められます。ユーザ名

に”admin”、パスワードに ”admin” を入力し、ログインしてください。ログイン後の画面では、

下図のように DPM クライアントをインストール済みの物理サーバ#01 が新規マシンとして登

録されています。 
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ダイアログボックスは必要に応じて、無効化してください。 

 

5.3.2. アカウント設定 

DeploymentManager にログインするための、ユーザとパスワードを既定値から変更します。

また、DeploymentManager と SigmaSystemCenter の連携の役割を担うビルトインユーザ

「deployment_user」のパスワードも変更します。 

1. DeploymentManager 画面の [管理] タブをクリックし、[管理] ビューを表示します。 

[管理] ビューでは、下図のようにユーザとして「admin」と「deployment_user」が既定値

のパスワードで登録されています。 

 

2. それぞれのユーザに対して、[アクション] メニューの [編集] アイコンをクリックし、パス

ワードを変更します。 

 

ユーザとパスワードは、ログアウト後から有効になります。 

 

5.3.3. DPMサーバ詳細設定 
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初期設定では、Cドライブ直下にバックアップイメージが配置されるように設定されています。

今後、バックアップが行われる度にシステム領域が圧迫されることを避けるために、

SigmaSystemCenter 管理サーバのデータ領域にバックアップデータを配置するように変更

します。 

[管理] ツリーの [DPMサーバ] をクリックし、[詳細設定] の [全般] タブをクリックします。 

 

 

初期設定では、「イメージ設定」の「バックアップイメージ格納用フォルダ」と「イメージ格納用

フォルダ」は C ドライブ直下となっていますので、イメージ格納用フォルダをデータ領域に変

更します。ここで、管理サーバのデータ領域 (E ドライブ) に DeployBackup と Deploy フォ

ルダをあらかじめ作成します。そして、それぞれの [参照] をクリックし、E ドライブ直下のフォ

ルダを参照するように変更します。 

 

5.3.4. マシン登録 

DPMサーバが認識した物理サーバ#01を管理するための設定を行います。新規マシンに登

録された状態では、マシンに対して制御をすることができません。初期状態では、マシン名は

「PC-IPアドレス-ホスト名」の名前で登録されています。グループを作成し、マシンを登録しま

す。 

1. DeploymentManager の [運用] ビューを開きます。 

2. [リソース] 配下の [マシン] を選択し、[設定] メニューから [グループ追加] をクリックし

ます。 

3. グループ名に ”物理運用グループ” を入力し、作成します。 

4. 物理サーバ#01 を選択し、[マシン追加] をクリックします。 

5. グループ名に ”物理運用グループ” を選択し、追加します。 

 

追加後には、下図のようになります。 
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SigmaSystemCenterで管理する物理サーバ#01のホスト情報と合わせるために、登録後に

[マシン編集] を選択し、マシン名を”W2K8R2-01”と変更してください。 

 

以上で、DeploymentManager のセットアップは完了です。 
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6. SigmaSystemCenter 3.0のセットアップ 

SigmaSystemCenter で DeploymentManager、NetvisorPro V、iStorageManager と連携

を行います。連携を行うことで、各システムが管理するデータの管理・制御を行うことができ

るようになります。連携のために、SigmaSystemCenter からサブシステム登録を行います。 

SigmaSystemCenter のセットアップは、下記の手順で作業を進めます。 

すべて SigmaSystemCenter 上での作業となります。 

 

 

6.1. SigmaSystemCenter起動 
SigmaSystemCenterのWeb コンソールを起動します。 

SigmaSystemCenter 管理サーバ上でサポートされた Web ブラウザを立ち上げ、

http://localhost/Provisioning と入力します。 

画面が表示されますので、ユーザ名に”admin”、パスワードに”admin”を入力し、ログインし

てください。ログイン後には、下図の画面が表示されます。 

 

図中の上部に表示されているように、SigmaSystemCenter では、運用、リソース、仮想、監

視、管理の 5つのビューを用います。 

SigmaSystemCenter起動

ライセンス登録

ユーザ設定変更

サブシステム登録

システム連携の確認

マスタ登録
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[運用] ビューでは、SigmaSystemCenter で監視・制御を行う稼動中のマシンが表示されま

す。[運用] ビューでバックアップ処理、2 台目以降のマシンをセットアップするためのリソース

割り当て処理、N+1運用のためのポリシー設定を行います。 

[リソース] ビューでは、管理を行うマシン、ストレージ、ネットワーク、ソフトウェア、プロファイ

ルが表示されます。各リソースの情報を管理するとともに、各リソース間の関連付けを行い

ます。物理サーバのNICとスイッチポート、物理サーバのHBAと論理ディスクの接続状況な

どの関連付けをします。 

[仮想] ビューでは、仮想化基盤ソフトウェアであるVMware、Xenserver、Hyper-V、KVMの

マシン情報と、VM 情報を表示します。本書は、物理環境を対象にしていますので、使用しま

せん。 

[監視] ビューでは、ダッシュボード、運用ログ、ジョブ、イベント履歴、管理サーバ群を表示し

ます。SigmaSystemCenter で実行した処理の状況を確認することができます。 

[管理] ビューでは、SigmaSystemCenter のライセンス、ユーザ、ポリシー、サブシステム、

環境設定に関する設定をします。 

 

6.2. ライセンス登録 
[管理] ビューで、ライセンスの登録を行います。 

1. [管理] ビューを開きます。 

2. [管理] ツリーの [ライセンス] をクリックします。 

3. [ライセンスキー] テキストボックスに購入済みのライセンスを入力し、[追加] をクリック

します。 

ライセンスは、お使いのシステム構成に合わせて、適切に用意してください。 

4. すべてのライセンス登録が完了したら、PVMサービスを再起動してください。 

 

6.3. ユーザ設定変更 
新規に「admin」アカウントを作成します。 

1. [管理] ツリーの [ユーザ] をクリックします 

2. [ユーザ一覧] グループボックスの [アクション] メニューから [追加] をクリックします。 
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3. 「admin」ユーザを新規に [追加] します。 

初期のロールには、「システム管理者」を割り当てています。 

 

 

作成したユーザは、ログアウト後から有効になります。 

 

6.4. サブシステム登録 

6.4.1. DeploymentManager登録 

物理サーバを管理している DeploymentManager と連携をします。連携のために、

SigmaSystemCenter からサブシステムとして DeploymentManager を登録します。 
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1. [管理] ツリーの [サブシステム] を選択し、[設定] メニューから [サブシステム追加] を

クリックします。 

2. ホスト名とパスワードには、DeploymentManagerの IPアドレスとパスワードを登録しま

す。 

ここでは、SigmaSystemCenter と DeploymentManager が同じサーバにインストール

されているので 、ホス ト名に  ”localhost” を入力 します 。パスワー ドは 、

「deployment_user」ユーザのパスワードを入力します。 

 

登録後に、接続状態が「接続可能」と表示されると、DeploymentManager との連携が成功

です。 

 

6.4.2. NetvisorPro V 登録 

ス イ ッ チ を 管理 し て い る NetvisorPro V と 連 携 を し ま す 。 連 携 の た め に 、

SigmaSystemCenter からサブシステムとして NetvisorPro Vを登録します。 

1. [管理] ツリーの [サブシステム] を選択し、[設定] メニューから [サブシステム追加] を

クリックします。 

2. WebSAM NetvisorPro を選択し、ホスト名に ”localhost”、ポートに ”52727” を入力し

てください。 

ここでは、SigmaSystemCenterと NetvisorPro Vが同じサーバにインストールされてい

るので、ホスト名に ”localhost” を入力しています。 

 

登録後に、接続状態が ”接続可能” と表示されると、NetvisorPro V との連携が成功です。 

 

6.4.3. iStorageManager 登録 

ストレージを管理している iStorageManager と連携をします。連携のために、

SigmaSystemCenter からサブシステムとして iStorageManager を登録します。 

1. [管理]ツリーの[サブシステム]を選択し、[設定] メニューから [サブシステム追加] をクリ

ックします。 

2. iStorageManager を選択して追加してください。 

iStorageManager の連携設定は、既に「5.2.3 Integration Base の設定」で行っていま

す。SigmaSystemCenter 上から設定をする必要はありません。 

 

登録後に、接続状態が「接続可能」と表示されると、iStorageManager との連携が成功で

す。 
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すべてのサブシステムが正常に登録されると、下図のようになります。 

 

 

6.5. システム連携の確認 
サブシステム連携が完了すると、SigmaSystemCenter の [リソース] ビューから、各サブシ

ステムが保持しているリソースの状況を管理することができるようになります。 

SigmaSystemCenter 上で各リソースをどのように管理するか説明をしていきます。 

 

6.5.1. 物理サーバの連携確認 

連携直後では、DeploymentManager 上で管理しているマシンを SigmaSystemCenter とし

て管理している状態ではありません。よって、SigmaSystemCenter 上でマシンの管理・制御

を行うために、マシンの登録をする必要があります。 

1. [システムリソース] ツリーから [マシン] をクリックします。 

2. [設定] メニューから [グループ追加] をクリックします。 

3. グループ名に ”物理サーバ群” を入力し、グループを作成します。 

4. 作成した ”物理サーバ群” のグループを選択し、[設定] メニューから [マシン登録] を

クリックします。 

5. 管理外となっている ”W2K8R2-01”(物理サーバ#01)を選択し、[OK] をクリックします。 
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下図のように、SigmaSystemCenter で MAC アドレス、UUID、マシンステータスなどのマシ

ン情報が DeploymentManager を介して正常に取得できていることを確認してください。 

 

以後は、登録済みのマシンに対して SigmaSystemCenter から管理・制御をすることができ

ます。 

 

6.5.2. アカウント登録 

OOBを利用するためのアカウント登録を行います。アカウント登録をすることで、柔軟な電源

操作や、マシンの HW 情報を BMC経由で取得することができます。 

1. マシンプロパティ設定の [アカウント情報] タブを選択します。 

 

2. [追加] をクリックし、「アカウントタイプ」に ”OOB”、「ユーザ名」に OOB 用アカウント

名”administrator”、「パスワード」に登録している「空パスワード」、「接続先」に BMC の

用 IPアドレス ”172.16.2.1” を入力します。 
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下図のように ”接続可能” となれば、アカウント登録に成功です。 

 

 

6.5.3. スイッチの連携確認 

連携直後では、NetvisorPro Vで管理しているスイッチを SigmaSystemCenterとして管理し

ている状態ではありません。よって、SigmaSystemCenter 上でスイッチの管理・制御を行う

ために、スイッチの登録をする必要があります。 

[システムリソース] ツリーから、ネットワーク配下のスイッチを選択します。 

スイッチは未登録状態となっていますので、SigmaSystemCenter 管理下に置きます。 
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1. [設定] メニューから [スイッチ登録] をクリックします。 

2. NetvisorPro Vに登録されている「管理用スイッチ」と、「業務用スイッチ」を選択し、[OK] 

をクリックします。 

 

正常に登録されると、スイッチ一覧に表示されます。 
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SigmaSystemCenter では、[リソース] ビューで管理している物理サーバの NIC に接続した

スイッチのポートと、[運用] ビューで定義したグループ、プロパティのネットワーク定義を関連

付けて制御を行います。ここでは、物理サーバの NIC とスイッチのポートの関連付けを登録

します。 

1. “W2K8R2-01”を選択します。 

2. [設定] メニューから [プロパティ] をクリックします。 

3. [ネットワーク] タブを選択し、管理用ネットワーク用の NIC を選択し、[編集] をクリックし

ます。 

 

4. [スイッチ] プルダウンボックスから「管理用スイッチ」を選択し、[ポート] プルダウンボッ

クスから ”GigabitEthernet 8” を選択し、[OK] をクリックします。 

 

業務用NICも同様にスイッチとポートの登録をします。下図のようにNICとスイッチのポ

ートの関連付けを完了させます。 
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以上で、NIC とスイッチポートの関連付けは完了です。 

 

次に、運用、業務で利用する VLANの作成を SigmaSystemCenter から行います。 

1. 「管理用スイッチ」を選択します。 

2. [設定] メニューから [VLAN 追加] をクリックし、”VLAN1006” を追加します。 

 

3. [ポート一覧 ] グループボックスの  [アクション ] メニューから  [追加 ] をクリック

し、”GigabitEthernet 8” を選択し、[OK] をクリックします。 

4. [適用] をクリックします。 
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5. 同様に「業務用スイッチ」を選択して、”VLAN2006” を作成します。 

下図のように、「VLAN1006」、「VLAN2006」が作成されます。 

 

 

以上で、VLANの作成は完了です。 

 

6.5.4. ストレージの連携確認 

連携直後では、iStorageManager で管理しているストレージを SigmaSystemCenter として

管理している状態ではありません。よって、SigmaSystemCenter 上でストレージの管理・制

御を行うために、ストレージを登録する必要があります。 
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iStorageManager上のディスクアレイ、論理ディスクをSigmaSystemCenterに登録します。

まず、ディスクアレイの登録を行います。 

1. [システムリソース] ツリーから、[ストレージ] を選択します。 

[ディスクボリューム一覧] グループボックスが表示されますが、iStorageManager と連

携直後ではディスクボリュームは認識されません。 

 

2. [設定] メニューから [ディスクアレイ登録/削除] をクリックします。 

3. iStorageManager が管理しているディスクアレイ一覧が表示されます。本システムで使

用する ”iStorage_S1500_2” にチェックを入れ、[OK] をクリックしてください。 

 

4. ディスクアレイを登録すると、[ストレージ] の下に登録したディスクアレイが表示されま

す。 

 

 

次に、ディスクボリュームの登録を行います。 

1. 登録した”iStorage_S1500_2”を選択します。 

2. [設定] メニューから [ディスクボリューム登録] をクリックし、使用するディスクボリュー

ムの登録を行います。 

3. [ディスクボリューム一覧] グループボックスに表示されます。 
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SigmaSystemCenterでは、[リソース] ビューで管理している物理サーバのHBA番号とその

アドレスと、[運用] ビューで定義したホストプロパティのストレージ定義を関連付けて制御し

ます。ここでは、物理サーバの HBA に iStorage Manager で管理しているアドレスを登録し

ます。 

1. [システムリソース] ツリーの「物理サーバ群」に登録している”W2K8R2-01” (物理サー

バ#01) を選択します。 

2. [設定] メニューからプロパティを選択し、[ストレージ] タブをクリックします。 

3. [追加] をクリックします。 

4. “W2K8R2-01”の HBA番号とアドレスを登録します。 

[HBA 番号 ] テキストボックスに ”0” を入力し、 [アドレス] テキストボックスには、

iStorageManager に登録しているアドレス”1000-0000-C956-C098”を登録します。 
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5. 下図のように設定を完了させます。 

 

6. 論理ディスク”W2K8R2_01_data”を選択します。 

物理サーバとストレージの関連付けが完了すると、接続状態を確認することができま

す。 

 

 

以上でストレージと物理サーバの関連付けは完了です。 
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6.6. マスタ登録 
SigmaSystemCenter でW2K8R2-01 (物理サーバ#01)を運用グループで稼動させます。 

まず、グループ、モデル、ホスト定義を作成します。 

1. [運用] ビューを開き、[設定] メニューから [グループ追加] をクリックします。 

2. グループ名を ”物理運用グループ”、OS種別に ”Windows Server” を選択し、[OK] を

クリックします。下図のように運用グループを作成します。 

 

3. 作成した「物理運用グループ」を選択し、[設定] メニューから [プロパティ] をクリックし

ます。 

4. [モデル] タブを選択し、[追加] をクリックします。 

5. [名前] テキストボックスに”Windowsサーバモデル”、[種別] プルダウンボックスから”物

理”を選択します。 

6. [OK] をクリックし、モデルを作成します。 
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7. ホスト定義を作成します。 

グループプロパティ設定から [ホスト] タブを選択し、[ホスト一覧] グループボックスの

[アクション] メニューから [追加] をクリックします。ホスト定義は、今後の運用グループ

の拡張を考慮し、3 定義作成します。 

「複数ホストを作成する」にチェックを入れ、自動生成台数に ”3” を入力してください。 

開始 IPアドレスは ”172.16.9.1” から始まります。この IPアドレスは管理用なので、「管

理用 IPアドレスにする」にチェックを入れてください。 
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8. 下図のようにホスト定義が作成されます。 

 

 

以上で、モデル、ホスト定義の作成は完了です。 

 

次に、作成したホストでW2K8R2-01 (物理サーバ#01) を運用グループにて稼動させます。 

1. [ホスト一覧] グループボックスの ”W2K8R2-01” にチェックを入れ、[アクション] メニュ

ーから、[マスタマシン登録]、もしくは [マスタ登録] をクリックします。 

 

2. 「共通プールから選択」にチェックを入れ、[次へ] をクリックします。 
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3. “W2K8R2-01” を選択し、[次へ] をクリックします。 

 

4. [完了] をクリックし、マスタ登録を実行します。 

 

5. 下図のように正常にマスタ登録が完了しました。 
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7. 2台目以降のマシンのセットアップ 

SigmaSystemCenter で管理済みの物理サーバ#01 の複製用イメージを取得します。

DeploymentManager による複製用イメージ取得に関する詳細は、 「WebSAM 

DeploymentManager Ver6.0 オペレーションガイド」の「3.3 ディスク複製によるOSインスト

ール(Windows)をする」を参照してください。 

取得した複製用イメージを利用して、W2K8R2-02 (物理サーバ#02) の構築を行います。 

2台目以降のマシンのセットアップの手順は下記です。 

 

 

Administratorアカウント有効化、Sysprep実行はW2K8R2-01 (物理サーバ#01) 上で行い

ます。 

マスタマシンのバックアップ(リカバリ用) は、SigmaSystemCenter と DeploymentManager

上で行います。 

複製用イメージの取得は、DeploymentManager 上で行います。 

リストアシナリオ作成は、DeploymentManager で行います。 

マシン登録は、DeploymentManager と SigmaSystemCenterで行います。 

リ ソ ー ス 割 り 当 て は 、 DeploymentManager で 取 得 し た イ メ ー ジ を 用 い て

SigmaSystemCenter から迅速にマシン構築を行う処理です。SigmaSystemCenter で行い

ます。 

 

  

Administratorアカウント有効化

マスタマシンのバックアップ（リカバリ用）

Sysprep実行

複製用イメージの取得

リストアシナリオ作成

マシン登録

リソース割り当て



7 2台目以降のマシンのセットアップ 

 

46 

SigmaSystemCenter 3.0 構築実践 ～物理編～ 

7.1. Administratorアカウント有効化 
DeploymentManager からマシン構築を行うために、Administrator アカウントを有効化する

必要があります。 

1. [コンピュータの管理] から、ローカルユーザとグループのユーザを選択します。 

2. 「Administrator」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。 

3. 標準では、[アカウントを無効にする] にチェックが入っているので、チェックを外します。 

 

7.2. マスタマシンのバックアップ（リカバリ用） 
Sysprep 実行前にW2K8R2-01 のバックアップを実行します。マスタマシンを Sysprep 実行

前の状態に戻すことを目的としています。 

まず、ビルトインのバックアップシナリオのバックアップ先をデータ領域へと変更します。 

1. 管理サーバで、DeploymentManager の管理画面を開きます。 

2. [シナリオ] の [Built-in Scenarios] を選択し、ビルトインの「System_Backup」の [編

集] をクリックします。 

 

3. 初期設定では、イメージファイルの格納先が C ドライブ直下になっていますので、

DeploymentManager のバックアップ先をデータ領域の E ドライブ配下に変更します。 
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以上で、バックアップシナリオの変更は完了です。 

 

次に、SigmaSystemCenter でマスタマシンのバックアップ（リカバリ用）を行います。 

1. SigmaSystemCenter画面で、マスタ登録が完了した ”W2K8R2-01” を選択し、[バック

アップ] をクリックします。 
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2. 現在のバックアップジョブの状態は、[監視] ビューのダッシュボードで見ることができま

す。 

 

3. バックアップジョブの状態が In-Process から、Success に遷移すれば、マスタマシンの

バックアップ (リカバリ用) は、成功です。 

 

7.3. Sysprep実行 
マスタマシンのバックアップ (リカバリ用) の実行の後に、物理サーバ#01上でSysprepを実

行し、ホスト名、IPアドレス、SSID などの固有値を取り除きます。 

1. SigmaSystemCenter 3.0媒体中の 

¥DPM¥TOOLS¥ExpressSysprep¥Windows¥Copy-ExpressSysprep.vbs を実行しま

す。 

2. C:¥Sysprep が作成されます。 

3. C:¥Sysprep¥Express-Server.ini をメモ帳で開き、下記のように編集します。 

 

4. C:¥Sysprep¥Sysprep.bat をダブルクリックします。 

下記の画面が表示されますので、何かキーを入力してください。 
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5. ダイアログが表示され、1 分後にシャットダウンが行われます。 

 

7.4. 複製用イメージの取得 
Sysprep 実行後のイメージを取得します。バックアップシナリオを作成し、W2K8R2-01 に対

して、バックアップシナリオを実行します。いずれも、DeploymentManager で行います。 

 

7.4.1. バックアップシナリオ作成 

DeploymentManager からシナリオを選択します。 

1. [設定] メニューから [グループ追加] をクリックし、”バックアップシナリオ” グループを

作成します。 

2. 作成した ”バックアップシナリオ” グループを選択して、シナリオを作成します。 

イメージファイル名には、「E:¥DeployBackup¥W2K8R2_sysprep_Backup.lbr」を指定

します。 

また、[オプション] タブの [シナリオ終了時に対象マシンの電源をOFFにする] にチェッ

クを入れてください。 
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以上でバックアップシナリオの作成は完了です。 

 

7.4.2. バックアップ実行 

作成したバックアップシナリオを用いてバックアップを実行します。 

1. “物理運用グループ” を選択します。 

2. “W2K8R2-01” にチェックを入れ、[サブグループ一覧] グループボックスから [アクショ

ン] メニューから、[シナリオ割り当て] をクリックします。 

 

3. シナリオ割り当ての [参照] をクリックし、先ほど作成したバックアップシナリオを割り当

てます。 

4. “W2K8R2-01” にチェックを入れて、[管理対象マシン一覧] グループボックスの [アク

ション] メニューから「シナリオ実行」を選択し、バックアップを実行します。 

バックアップを実行すると、シナリオ実行中と表示されます。 
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5. W2K8R2-01 (物理サーバ#01) では、電源が起動し、DHCPサーバの探索が行われま

す。 

 

6. シナリオの実行状況は、DeploymentManager の [監視] ビューの[シナリオ実行一覧] 

グループボックスから確認することができます。 

 

7. やり取りが問題なく完了すると、バックアップが実行されます。 

Windows Server 2008 R2の System 領域 40GBに対して、本環境の構成だと、25分

程度要しました。 

バックアップイメージは、E:¥DeployBackup配下に、設定ファイルとともに、 
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「W2K8R2_sysprep_backup_00-30-13-e3-28-42_4428e313-3000-0180-db11-203f

00b33b12.lbr」に配置されます。今回の場合、圧縮され約 9GBになりました。 

 

バックアップ実行後に、マスタマシンを Sysprep実行前の状態に戻します。 

マスタマシンの復旧に関しては、「WebSAM DeploymentManager Ver6.0 オペレーション

ガイド」の「3.3.2 マスタマシンを復旧する」を参照してください。 

 

7.5. リストアシナリオ作成 
複製用イメージを展開するためのリストアシナリオを作成します。 

1. DeploymentManager 画面の [運用] ビューを開きます。 

2. [リソース] ツリーから、[シナリオ] をクリックし、[設定] メニューから [グループ追加] を

選択し、”リストアシナリオ” のグループを作成します。 

3. 次に、「リストアシナリオ」グループを選択し、[シナリオ追加] をクリックします。 

4. シナリオ名に ”W2K8R2_Sysprep_Restore” と入力します。 

5. [バックアップ/リストア] タブを選択し、[バックアップ/リストアを実行する] にチェックを入

れます。 

リストアを選択し、イメージに下記を参照します。 

「W2K8R2_sysprep_backup_00-30-13-e3-28-42_4428e313-3000-0180-db11-203f

00b33b12.lbr」 

最後に、[OK] をクリックします。 

 

以上で、リストアシナリオの作成が完了しました。 

 

7.6. マシン登録 
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DeploymentManager に物理サーバ#02を登録します。 

1. DeploymentManager 上の[運用] ビューを開きます。 

2. [リソース] ツリーから、「物理運用グループ」を選択します。 

3. [設定] メニューから [マシン追加] をクリックします。 

4. 下図のように ”W2K8R2-02”(物理サーバ#02) 用のマシン名と MACアドレス 

”00-16-97-C4-FC-8E"を入力し、マシン登録を行います。 

 

5. “物理運用グループ” に ”W2K8R2-02” が登録されました。 

 

DeploymentManager でシナリオとマシンの更新を行いましたので、SigmaSystemCenter

でその変更を反映します。 

SigmaSystemCenter の [ 管 理 ] ビ ュ ー か ら  [ サ ブ シ ス テ ム ] を 選 択 し 、

「DeploymentManager」にチェックをして、[収集] をクリックしてください。 
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SigmaSystemCenter でのマシン登録方法は、「6.5.1 物理サーバの連携確認」で説明済み

です。[リソース] ビューに切り替え、物理サーバ群に ”W2K8R2-02” を登録してください。 

マシン登録した W2K8R2-02 (物理サーバ#02) には、「6.5.3 スイッチの連携確認」「6.5.4 

ストレージの連携確認」を参照して、スイッチとストレージの関連付けを行ってください。 

関連付けが行われていないと、次節のリソース割り当て時に、ストレージ、ネットワーク制御

が行われませんので、注意してください。 

 

7.7. リソース割り当て 
SigmaSystemCenter の [リソース] ビューから「物理サーバ群」をクリックすると、先ほど

DeploymentManager で登録したマシンが SigmaSystemCenter 上で登録されています。 

 

同様に、ソフトウェアにも、リストアシナリオが登録されています。 
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[運用] ビューにて、ネットワーク制御、ストレージ制御のための設定を行います。 

1. 「物理運用グループ」のグループプロパティ設定から [ネットワーク設定] タブをクリック

します。 

2. [追加] をクリックします。 

3. NIC#01 に「管理用スイッチ」で作成済みの ”VLAN1006” を割り当てます。 

 

4. 運用グループへの物理 NIC#01の関連付けが完了しました。同様に物理 NIC#02に対

しても関連付けを行います。 
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次に、ストレージ制御のための設定を行います。ストレージ制御は、ホスト単位で設定を行い

ます。ここでは、ホスト定義 W2K8R2-01 に関して説明をします。同様の操作をホスト定義

W2K8R2-02に関しても行ってください。 

1. ホスト定義の [設定] をクリックします。 

2. ホスト設定の [ストレージ] タブを選択し、[追加] をクリックします。 

 

3. [HBA番号] テキストボックスに ”0” を、[LUN番号] テキストボックスに ”0” を選択し、

システム領域 ”W2K8R2_01_sys” を選択します。 

 

4. データ領域の設定をします。データ領域は、「配布後に接続する」にチェックを行い、デ

ータ領域 ”W2K8R2_01_data” を選択し、[OK] をクリックします。 
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5. ホストに接続するディスクアレイ一覧が表示されました。 

 

 

以上でホストへのストレージ接続の設定は完了です。 

 

登録されたW2K8R2-02 (物理サーバ#02) に複製用のリストアシナリオを割り当てます。 

1. グループプロパティ設定から [ソフトウェア] タブをクリックします。 

2. 稼動タイミングを「稼動時」を選択し、[追加] をクリックします。 
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3. “W2K8R2_Sysprep_Restore” にチェックをし、[OK] をクリックします。 

 

4. 最後に [適用] をクリックします。 

以上で、グループへのリストアシナリオの登録は完了です。 

 

最後に、リソース割り当てを実行し、複製用イメージを W2K8R2-02 (物理サーバ#02) にホ

スト定義に基づき展開します。 

[運用] ツリーから、「物理運用グループ」をクリックし、グループの全般情報を表示します。 
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”W2K8R2-02” のホストにチェックを入れ、[アクション] メニューから [リソース割り当て] を

実行してください。実行状況は、[監視] ビューを確認してください。 

 

リソース割り当て後のシステム構成は下図のようになります。 

 

物理サーバ#02 にネットワーク、ストレージが接続され、物理サーバ#02 にホスト定義 

(W2K8R2-02) が反映された OSが複製されます。 
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8. ソフトウェア配布 

運用グループで稼動中のマシンに対して、一括してソフトウェアを配布します。 

パッケージ作成の詳細は、「WebSAM DeploymentManager Ver6.0 オペレーションガイド」

の「3.6 サービスパック/HotFix/Linux パッチファイル/アプリケーションのインストール(シナリ

オ方式)をする」を参照してください。 

本章では、Windows Server 2008 R2 x64 用更新プログラム  (KB2547666) を

W2K8R2-01、W2K8R2-02のサーバに対して配布をします。更新プログラム (KB2547666) 

は下記 URL から取得することができます。 

http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=063195a1-3dca-4e1

a-aea8-6b5484a4b6b2 

ソフトウェア配布の手順は下記になります。 

 

 

ソフトウェア配布のために、パッケージシナリオを DeploymentManager で作成し、

SigmaSystemCenter から一括して配布をします。 

そのために、DeploymentManager のイメージビルダを利用して、パッケージの作成を行い

ます。 

作成したパッケージを DeploymentManager のパッケージシナリオに登録をします。 

SigmaSystemCenter からパッケージシナリオを取得し、運用中のマシンに対してソフトウェ

ア配布を実施します。 

 

8.1. パッケージ作成 
DeploymentManager のイメージビルダを使用してパッケージの作成を行います。 

まず、配布するパッケージを準備します。ここでは、「C:¥Patch」フォルダ配下に Windows 

Server 2008 R2 x64用の「KB2547666」を配置します。 

1. 管 理サ ー バ の  [ ス タ ー ト ] メ ニ ュ ー か ら  [ す べ て の プ ロ グ ラ ム ] － 

[DeploymentManager] － [イメージビルダ] を選択し、イメージビルダを起動します。 

2. イメージビルダを開き、[パッケージの登録/修正] アイコンをクリックします。 

3. 使用許諾契約書の同意を求められますので、[同意します] をクリックします。 

4. [Windows パッケージの作成] をクリックします。 

パッケージ作成

パッケージシナリオ作成

ソフトウェア配布実施

http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=063195a1-3dca-4e1a-aea8-6b5484a4b6b2
http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/details.aspx?FamilyID=063195a1-3dca-4e1a-aea8-6b5484a4b6b2
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5. [基本] タブにパッケージ情報を登録します。今回の場合、 ”KB2547666” の情報を登

録します。タイプには、”HotFix” を選択してください。 

6. [実行設定] タブを選択します。コピーするフォルダのフォルダ名に「C:¥Patch」を選択し

ます。選択した後に、[追加] をクリックします。 

7. インストール枠中の実行ファイルに、KB ファイルを選択します。セットアップパラメータに

は、「/quiet /norestart」を入力します。 

8. [対応 OS と言語] タブから、OSに” Windows Server 2008 R2 Enterprise” を選択し、

言語に「Japanese」を選択し、[追加] をクリックします。 

9. 最後に [OK] をクリックすると、パッケージの作成は完了です。 

 

8.2. パッケージシナリオ作成 
DeploymentManager からパッケージシナリオを作成します。 

1. DeploymentManager のWeb コンソールを起動します。 

2. [リソース] ツリーから [シナリオ] を選択し、[グループ追加] をクリックします。 

3. 「名前」に ”アプリケーショングループ” を入力し、[OK] をクリックします。 

4. 作成した ”アプリケーショングループ” を選択し、[シナリオ追加] をクリックします。 

5. シナリオ名に ”patch01” を入力し、[パッケージ] タブをクリックします。 

6. [パッケージ] タブで作成済みのパッケージを登録します。ここでは、”Local-patch01” を

クリックし、[追加] をクリックします。 

7. “patch01” にチェックを入れて、[OK] をクリックします。 

8. 続けて [OK] をクリックすると、パッケージが作成されます。 
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8.3. ソフトウェア配布実施 
ソフトウェア配布を実行します。 

1. DeploymentManager での更新を SigmaSystemCenter に反映するために、

DeploymentManager の収集を行います。 

2. 運用グループで、グループに適用するパッケージを追加します。 

3. グループプロパティ設定の [ソフトウェア] タブの[ソフトウェア一覧] グループボックスか

ら、[ソフトウェア追加] をクリックし、[アプリケーションとアップデート] から、”patch01” 

を選択します。 

 

4. [設定] メニューから、[ソフトウェア再配布] をクリックします。 

 

5. シナリオ patch01 が配布されていないマシン一覧が表示されます。[全ソフトウェアをイ

ンストールする] を選択し、[OK] をクリックします。 
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6. ジョブが成功した後に、配布履歴を確認します。マシンプロパティ設定から [ソフトウェア

配布履歴] を選択します。 

7. 配布済みソフトウェアに patch01が登録されています。 

 

8. [リソース] ビューに切り替えて物理サーバを選択し、インストール済みソフトウェアの欄

からも ”KB2547666” のパッチが適用されたことを確認がすることができます。 
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9. N+1運用 

本章では、N+1 運用を説明します。運用中物理サーバ (W2K8R2-01) でネットワーク障害

が起こり、SigmaSystemCenterがその障害を検出し、自律的に予備サーバである物理サー

バ#03 にストレージパス切り替えによるマシン置換を行います。これにより、運用停止時間を

最小限に抑えることが可能です。 

なお、ハードウェア障害に対するストレージパス切り替えの処理を行いますので、既に物理

運用グループに登録済みのリストアシナリオは、解除してください。解除が行われていない

場合、ストレージパス切り替え後に、リストアが実行されます。 

N+1運用の手順は下記になります。 

 

 

すべての手順は、SigmaSystemCenter 上での操作になります。 

 

9.1. ポリシーの作成と適用 
ポリシーの作成と適用を行います。 

[管理] ビューから [ポリシー] を選択します。標準では、下記のように標準ポリシーが用意さ

れています。 

 

ここで、N+1運用を行うためのポリシーを作成します。ただ、N+1運用の標準ポリシーのテン

プレートが用意されていますので、それを利用します。 

[設定] メニューから [ポリシー追加] をクリックします。 

下図のように[名前] テキストボックスに ”N+1運用ポリシー” と入力し、[テンプレート] 
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プルダウンボックスから ”標準ポリシー[N+1]” を選択し、[OK] をクリックします。 

 

以上で N+1運用のためのポリシー作成は完了です。 

 

ここで、N+1 運用ポリシーに関して、説明します。 

作成した N+1 運用ポリシーの [編集] アイコンをクリックします。 

 

[監視イベント] タブをクリックすると、監視を行うイベントの一覧が表示されます。 
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本項における障害発生では、マシンアクセス不可障害を検出し、それに対するアクションとし

てマシン置換を実行します。マシン置換におけるアクションの詳細は、右の[編集] アイコンを

クリックすると参照できます。 

標準のテンプレートにおけるアクションの一覧は下図のようになっています。 

 

 

作成したポリシーを運用グループで稼動中のグループに対して適用します。 

[運用] ツリーから運用グループを選択し、[設定] メニューから [プロパティ] をクリックしま

す。 
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[全般] タブからポリシー名に、作成した ”N+1運用ポリシー” を選択します。 

 

以上で、運用グループへポリシーの割り当てが完了です。 

 

9.2. 予備マシン登録 
W2K8R2-03 (物理サーバ#03) をDeploymentManagerから登録し、SigmaSystemCenter

にマシン登録をします。 
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[運用] ビューからグループプールに予備マシンを登録します。 

現在、グループプールに予備マシンが登録されていない状態です。 

[操作] メニューから [プールに追加] をクリックします。 

 

W2K8R2-03 (物理サーバ#03) を選択し、[OK] をクリックします。 
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下記のように正常に登録されました。 

 

以上で、予備マシンの登録は完了です。 

 

9.3. 障害発生時の自律復旧 
W2K8R2-01 (物理サーバ#01) と管理サーバ間のネットワーク障害を起こします。ここでは、

W2K8R2-01 (物理サーバ#01) の NIC#01が接続している管理用スイッチの Port#08を無

効化し、通信障害を起こしました。ネットワーク障害が発生すると、SigmaSystemCenterは、

障害を検知し、「物理運用グループ」に登録したポリシーに従って予備マシンとの置換を実行

します。 

SigmaSystemCenter が検出したイベントは、[監視] ビューの [イベント管理] をクリックす

れば一覧表示されます。ここでは、W2K8R2-01 (物理サーバ#01) へのアクセスが失敗した

と表示されています。 
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[運用] ビューでは、N+1 運用ポリシーが実行されています。 

 

N+1運用のポリシーでは、まず稼動中の ”W2K8R2-01” (物理サーバ#01) をシャットダウン

します。 

“W2K8R2-01” (物理サーバ#01) のシャットダウンが完了すると、”物理サーバ#01” を 

グループプールに退避させます。 

そして、グループプールに登録されていた ”W2K8R2-03” (物理サーバ#03) をホスト定義 

”W2K8R2-01” で稼動させます。この時に、ストレージのパス切り替えのみが行われます。 

置換アクションが完了すると、下図のような状態になります。 
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以上で、N+1 運用によるマシン置換が完了しました。 

 

処理完了後のシステムは下図になります。 

 

172.16.0.0/16
管理用ネットワーク

172.16.0.1/16

172.20.0.0/16
業務用ネットワーク

172.20.0.1/16

FC SAN

W2K8R2_01_sys

172.16.0.100/16

SystemProvisioning
iStorage Manager

NetvisorPro V
Deployment Manager

ESMPRO/ServerManager
SystemMonitor

DHCP

物理サーバ
#01

ホスト定義
W2K8R2-01

iStorage 

管理用スイッチ
172.16.1.1

FC スイッチ

SigmaSystemCenter管理サーバ

W2K8R2_02_sys

W2K8R2_03_sys

W2K8R2_01_data

W2K8R2_02_data

W2K8R2_03_data

業務用スイッチ
172.20.1.1

ホスト定義
W2K8R2-02

論理ディスク

ソフトウェア一覧

172.16.9.2/16

172.20.9.2/16

物理サーバ
#02

172.16.9.1/16

172.20.9.1/16

物理サーバ
#03


